
‭佐賀県公立高校入試徹底分析【英語】‬
‭【形式・難易度】‬

‭試験時間‬ ‭50分‬ ‭配点‬ ‭50点‬

‭問題構成‬

‭大問１‬ ‭１０点‬ ‭リスニング‬ ‭解く目安時間　１０分‬
‭大問２‬ ‭１０点‬ ‭英作文‬ ‭解く目安時間　　８分‬
‭大問３‬ ‭１０点‬ ‭読解‬ ‭解く目安時間　　７分‬
‭大問４‬ ‭１０点‬ ‭対話文‬ ‭解く目安時間　１２分‬

‭大問５‬ ‭１０点‬ ‭長文‬ ‭解く目安時間　１３分‬

‭令和６年度‬
‭(2024)‬

‭令和５年度‬
‭(2023)‬

‭令和４年度‬
‭(2022)‬

‭令和３年度‬
‭(2021)‬

‭令和2年度‬
‭(2020)‬

‭問題量(Ａ4)‬ ‭14ページ分‬ ‭10ページ分‬ ‭10ページ分‬ ‭10ページ分‬ ‭10ページ分‬

‭小問数‬ ‭30問‬ ‭27問‬ ‭27問‬ ‭30問‬ ‭30問‬

‭論述問題の数‬ ‭12問‬ ‭11問‬ ‭9問‬ ‭７問‬ ‭8問‬

‭論述問題配点‬ ‭20点‬ ‭22点‬ ‭18点‬ ‭1４点‬ ‭16点‬

‭受験者平均点‬ ‭27.9点‬ ‭27.0点‬ ‭22.6点‬ ‭28.3点‬ ‭25.3点‬

‭【出題の傾向と対策】‬
‭大問１　リスニング問題‬

‭R６‬ ‭R５‬

‭問１‬ ‭絵・表をみて答える問題（継続出題）‬ ‭絵をみて答える問題‬

‭問２‬ ‭短い会話の内容把握（継続出題）‬ ‭短い会話の内容把握‬

‭問３‬ ‭電話の音声案内の内容把握‬ ‭長い会話の内容把握‬‭　‬

‭問４‬ ‭長い文章の内容把握‬ ‭短い文章を聞いて『作文』‬

‭音声は２回ずつ読まれるので５W1Hに注意して聞き取り、２回目の放送に備えよう。英文の内容は‬
‭標準レベルなので、日頃から学校の教科書を音読することが効果的な学習方法である。スピード対‬
‭策としては各種模試の音声データを1.5倍速で聞き音読することがお勧め。また、放送が始まるまで‬
‭に、書いてある英文を先に読み、理解した上で解く練習をしよう。‬

‭大問２ 英作文：例年通り５問10点分出題されている。‬
‭R６‬ ‭R５‬

‭問１‬

‭前後の会話の内容から作文‬ ‭前後の会話の内容から作文‬



‭R６‬ ‭R５‬

‭問２‬

‭メモと文章の流れから‬‭和文英作文‬
‭※(３)は自分の考えを書く問題‬

‭絵と文章の流れから「考えて」作文‬

‭R４より読解力・判断力、思考力が問われる問題が出題されている。問１，２ともに難易度は高かっ‬
‭たがR５では、問１のイラストは作文と直接的に関係しておらずR４より難易度が下がった。問２も‬
‭考える幅が広かったR５と比べるとイラストの行動が限定的で比較的書きやすい。今年の問題は、問‬
‭１・問２ともにイラスト・メモをヒントに考える問題。難易度は易しめなので、中学２年生までの‬
‭知識で十分に対応が可能。問２の(3)は自分の考えを書く問題。ボランティア関係の英作文は全国的‬
‭にも頻出。‬

‭大問３　‬‭問１～問２⇒R４・R５から変化なし。‬
‭問１は文章を読んで内容に合う図や表を選ぶ。問２は文章を読んでそのタイトルを答える問題。‬
‭新たに問３が追加（昨年までは問３まで、今年は問４まである）‬
‭問３は文章中の事実と考えを区別させる問題‬
‭問４はメッセージのやりとりとウェブサイトを見て、その内容にあっているものを選ぶ問題‬
‭日頃からいろいろなテーマに沿った問題を解くことを心がけよう。また、タイトル問題や資料内容‬
‭の一致問題が出題されており、必要な情報を正確に素早く読み取ることが重要である。‬

‭大問４　対話文‬
‭昨年と同様に文章量が多い。難易度としては、中３文法・語彙を押さえておけば問題ない。‬
‭昨年は大問５にグラフ問題が出題されたが、今年は大問４に出題されている。‬
‭対策に関しては、英進館カリキュラムで十分に対応が可能。‬

‭大問５　長文‬
‭Ｒ５ではまた変更点が見られた。状況は以下の通り。‬

‭R６‬ ‭R５‬ ‭R４‬

‭文章量‬ ‭２８行　　※減少傾向‬ ‭３1行　　※増加継続‬ ‭３２行　　‬‭※‬‭増加傾向‬

‭記述問題‬ ‭４題　※増加傾向‬ ‭３題　‬‭※‬‭Ｒ３の３倍！‬‭　‬ ‭２題‬

‭記述難易度‬ ‭『低』‬ ‭『低』‬ ‭『高』‬‭記述量と語彙レベルの上昇‬

‭Ｒ５と比べ、記述問題がさらに増えたが１つ１つの文章・問題のレベルは下がっている。‬


